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■事業者に望むこと（一般県民）

事業者の責務の遂行を求める傾向が強い

“生産者”、“製造・加工業者”、“流通・販売

業者、飲食店”の３者に共通して、「安全確保に

責任があることを自覚する」ことを求める意見

が最も多い。特に、“生産者”は“製造・加工業

者”、“流通・販売業者”よりも多く、7 割を超

えている。

一般県民は、「消費者と交流し、話し合う場

を作る」ことを望む割合が最も低く、交流によ

る理解促進よりも“生産”、“製造・加工”、“流

通・販売”の各段階における各事業者の責務の

遂行を求める傾向が強いことがうかがえる。

■消費者に望むこと（一次産業、二次産業、三次産業）

消費者の理解を求める傾向が強い

事業者が消費者に望むことは、「生

産・製造・流通を消費者ももっとよく

知って、理解してほしい」、「産地や値

段や見た目だけでなく、食品の安全性

も商品選択の考慮に入れてほしい」、

「安全性の高いものは、価格が高くて

も購入してほしい」の 3 つの項目が、

全ての調査区分において多くなってい

る。

一次産業では、農薬の使用等を含め

た生産活動についての理解を、二次産

業では、安全性の確保のためのコスト

についての理解を、消費者へ求めてい

る姿がうかがわれる。
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無回答

その他

消費者と交流・話し合う場をつくる

生産物の残留農薬等の自主検査を実施する

自然環境に配慮した生産活動を行う

生産者や生産物に関する情報を開示する

使用基準を守って農薬等を使用する

安全確保に責任があることを自覚する

生産者がすべきこと（３つ以内選択） 【一般県民】
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17.9%

20.1%

31.3%

31.9%

39.3%

49.6%

63.0%

0% 20% 40% 60% 80%

無回答

その他

消費者と交流・話し合う場を作る

自然環境に配慮した製造・加工を行う

製品の自主検査を行う

添加物等を適正に使用する

製造・加工業者や製造・加工物に関する情報を提供

し開示する

従業員の衛生管理（衛生教育、健康管理）を行う

施設の衛生管理（整理、整頓、清掃等）を行う

原材料の安全性を確認する

安全確保に責任があることを自覚する

製造・加工業者がすべきこと（３つ以内選択） 【一般県民】

2.5%
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4.0%
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22.8%

27.3%

29.3%

37.7%

37.8%

45.8%

55.2%

0% 20% 40% 60% 80%

無回答

その他

消費者と交流し､話し合う場を作る

販売食品等に関する情報を入手し、開示する

期限切れの食品がないか確認する

食品の自主検査（細菌や添加物等）による安全の確

認を行う

温度等の食品取扱上の衛生管理を徹底する

従業員の衛生管理（衛生教育、健康管理）を行う

施設の衛生管理（整理、整頓、清掃等）を行う

仕入れ食品の安全を確認する

安全確保に責任があることを自覚する

流通・販売業者、飲食店がすべきこと（３つ以内選択） 【一般県民】
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19.3%

26.9%

37.8%

15.1%

36.1%

2.9%

3.5%

14.6%

40.4%

47.4%

10.5%

41.5%
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2.7%

16.8%

8.0%

28.3%

31.0%

28.3%

56.6%

0% 20% 40% 60%

無回答

その他

特に望むものはない

商品選択するとき、地場産物を最優先して欲しい

有機農産物や特別栽培農産物について理解し

て欲しい

安全性の高いものは、価格が高くても購入して

ほしい

産地や値段や見た目だけでなく、食品の安全性

も商品選択の考慮に入れてほしい

消費者は、残留農薬に関して過剰に反応しすぎ

ていると思う

生産・製造・流通を消費者ももっとよく知って、理

解してほしい

消費者に対して望むこと（2つ以内選択） 【一次産業、二次産業、三次産業】

一次産業 二次産業 三次産業
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■消費者がすべきこと（一般県民）

“食の安全・安心の知識を得よう”

との意識が高い

「食の安全・安心に関心を持ち、食の安全・

安心の知識を得るように努める」が最も多くな

っている。一方で、事業者が望んでいる“もっ

とよく知って理解して欲しい”（前表）の意識

に対し、“生産者等との交流・話し合い”の選

択は低く、意識の違いが見られる。

また、“生産者との交流・話し合い”や“意

見交換会への参加”などの、知識を得るための

積極的なアプローチに関する項目は低くなって

いる。

■「食品の適正表示推進事業所」・「群馬県食品自主衛生管理認証制度」・「GAP（農業生産工程管理）」

制度の十分な認知が“かぎ”

○「食品の適正表示推進事業所登録制度」・「群馬県食品自主衛生管理認証制度」（二次産業、三次産業）

「食品適正表示推進事業所登録」及び「群馬県食品自主衛生管理認証制度」については、二次産業、

三次産業ともに「聞いたことがある程度」が最も多くなっている。二次産業は「すでに登録されてい

る」、「登録申請をしたいと考えている」の割合が三次産業と比較すると高く、積極的な傾向がうかが

える。

○「GAP（農業生産工程管理）」（一次産業）

「GAP（農業生産工程管理）」については、「聞

いたことがある程度」が最も多くなっている。

「すでに取得（導入）している」と「取得（導

入）を考えている」の割合は、「HACCAP（危

害分析重要管理点）」（8.0％）や「ISO22000」

（0.0％）など、他の認証規格よりも比較的高く

（18.6％）、GAPは農業者を対象とした管理手

法であることから、一次産業において取得傾向

が高くなっていると考えられる。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

その他

消費者相互の連携を図る（グループ活動）

生産者・事業者との交流・話し合いの場に参加する

食の安全・安心についての講演会、意見交換会等

に参加する

食の安全・安心について、行政、事業者、生産者へ

提言、意見表明を行う

食の安全・安心に関する知識を持つ消費者が、地

域の消費者に情報を伝える

環境に配慮した消費行動に努める

食の安全・安心に積極的に取り組んでいる事業者・

生産者から商品を購入する

食の安全・安心に関心を持ち、食の安全・安心の知

識を得るように努める

消費者がすべきこと（３つ以内選択） 【一般県民】

9.2%

12.6%

19.3%

31.9%

14.3%

5.9%

6 .7%

7.6%

8.2%

16.4%

31.0%

13.5%

14 .6%

8.8%

0% 20% 40%

無回答

該当しないと考えている

聞いたこともない

聞いたことがある程度

登録申請をする予定はない

登録申請をしたいと考えている

すでに登録されている

「食品の適正表示推進事業所登録制度」について 【二次産業、三次産業】

二次産業 三次産業

16.8%

3.4%

17.6%

35.3%

14.3%

5.9%

6.7%

8.8%

2.3%

12.9%

32.2%

21.1%

14.6%

8.2%

0% 20% 40%

無回答

知識はあるが該当しないと考えている

聞いたこともない

聞いたことがある程度

知識はあるが取得（導入）する予定はない

取得（導入）を考えている

すでに取得（導入）している

「群馬県食品自主衛生管理認証制度」について 【二次産業、三次産業】

二次産業 三次産業

12.4%

4.4%
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14.2%

4.4%

0% 20% 40% 60%

無回答

知識はあるが該当しないと考えている

聞いたこともない

聞いたことがある程度

知識はあるが取得（導入）する予定はない

取得（導入）を考えている

すでに取得（導入）している

「GAP（農業生産工程管理）」について 【一次産業】

一次産業


